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つ な ん じ か ん

記録的な猛暑

毎日のようにニュースで取り上げられる

今年の夏

津南町の最高気温は３４. ５度

全国では４０度を上回る地域も多数

普段は雨が降ると嫌だなと感じる人も

雨が降ると嬉しく感じる

今年の夏

動物たちもきっと雨を待ち望んでいることでしょう

みんなでこの夏を乗り切ろう！



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは
総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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つなんの文芸
こんにちは地域包括支援センターです
病院歳時記　年金コーナー　100 日運動
議会コーナー
いきいき大好き津南町
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広報 4平成30年８月号

1

今
年
も
一
組
の
新
郎
新
婦
が
ひ
ま

わ
り
広
場
で
結
婚
式
を
あ
げ
ま
し

た
。
結
婚
式
の
演
出
・
企
画
は

w
i
s
h
国
際
ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ

ダ
ル
専
門
学
校
の
学
生
が
行
い
、

津
南
町
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
と

協
力
し
合
い
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
結
婚
式
の
様
子
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ひ
ま
わ
り

　
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

7/29



特集 まちかどスケッチ　特集編

5 広報 平成30年８月号

49

13

11

1210

6

58

23

7

①愛を誓った二人　②満開のひまわりの式場　③バージンロードを歩く新郎　
④親族に見送られる新郎新婦　⑤学生に感謝　⑥乾杯！　⑦新婦に愛と感謝の
言葉を　⑧全力で式をサポート　⑨父と歩くバージンロード　⑩風船が空高く舞
い上がる　⑪最愛の子にキス　⑫スタッフ一同で新郎新婦を送る　⑬幸せいっ
ぱいの集合写真



広報 6平成30年８月号

15

1920

21

16

1718

14

暑
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
な
か

行
わ
れ
た
津
南
ま
つ
り
。
暑
さ
に

負
け
な
い
よ
う
な
笑
顔
が
町
に
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

第
39
回 

津
南
ま
つ
り
7/21



特集 まちかどスケッチ　特集編

広報 平成30年８月号7

2223

24

29

3031

25

27

32

26

28

⑭民謡流しスタート！　⑮ DSS HIPHOP DANCE SCHOOL　⑯心友懸走会ゴー
ル！　⑰３on３バスケットボール大会　⑱にぎわった露店市　⑲ラムネ早飲
み大会　⑳ジェントルジャンケン　㉑みんな浴衣でピース　㉒何色のかき氷に
しようかな　㉓津南町の夏の風物詩　㉔暑さは関係ない！楽しむぞ！　㉕浴衣
女子！じゃんけん大会　㉖津南小学校吹奏楽サークル　㉗上郷小学校よさこい　
㉘おまつりパレード　㉙おまつりパレード優勝！　㉚芦ヶ崎小学校龍神太鼓　
㉛のぼり旗で盛り上げます　㉜フィナーレ花火



広報 8平成30年８月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

町
で
は
、次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。入
居
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
美
雪
町
A
棟 

1
戸
】

【
大
船
町
営
住
宅 

1
戸
】

■
構
造

　

平
成
21
年
建
設　

木
造
２
階
建

　

平
成
29
年
建
設　

中
層
耐
火
4
階
建

■
面
積
及
び
間
取
り

　

79
㎡
／
２
間（
洋
室
１
・
和
室
１
）
／

　

Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／
浴
室

　

69
㎡
／
3
間（
洋
室
3
）
／

　

Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／
浴
室

■
家
賃　

所
得
に
応
じ
て
設
定

■
敷
金　

１
か
月
分

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
所
得
が
１
か
月
15
万
8
千
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る（
住
む
所
に
困
っ

て
い
る
）こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法

　
「
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建
設
課
土
木
班

に
用
意
）を
提
出
し
、そ
の
場
で
担
当
職
員
と
面

接
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

8
月
20
日
㈪
～
8
月
31
日
㈮

■
入
居
日

　

9
月
17
日
㈪

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、町
長
が
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

募
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

郡
市
発
明
工
夫
模
型
展
・

生
物
標
本
展

新
潟
県
立
川
西
高
等
特
別
支
援
学
校

企
業
向
け
学
校
見
学
会
開
催

新
潟
県
立
川
西
高
等
特
別
支
援
学
校

第
２
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

■
事
業
名

　
「
第
46
回
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
児
童
生
徒

発
明
工
夫
模
型
展
」
並
び
に
「
第
34
回
十
日
町

市
・
中
魚
沼
郡
児
童
生
徒
生
物
標
本
展
」

■
期
日

　

９
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

９
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

９
月
17
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

９
月
18
日
㈫　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
会
場

　

十
日
町
市
ク
ロ
ス
10

　

２
階
大
ホ
ー
ル
お
よ
び
中
ホ
ー
ル

■
内
容

　

十
日
町
市
・
津
南
町
の
小
中
学
生
製
作
に
よ

る
、
発
明
工
夫
作
品
お
よ
び
模
型
作
品
、
動
植

物
等
の
標
本
作
品
の
展
示

■
主
催
等

　

主
催　

十
日
町
市
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

　

共
催　

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
教
育
委
員
会

	

連
絡
協
議
会　

十
日
町
発
明
協
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

当
校
で
は
、
次
の
日
程
で
企
業
様
向
け
の
学

校
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

近
年
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
と
の
協
働
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
本
校
化
し
、
高
等
部
単
独
校
と

な
り
ま
し
た
。
新
し
く
な
っ
た
学
校
の
様
子
と

と
も
に
、
地
域
の
若
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
学

び
、
地
域
へ
巣
立
っ
て
い
く
か
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
18
日
㈫

　

午
後
１
時
15
分
～
３
時
45
分

　
（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

川
西
高
等
特
別
支
援
学
校

　

進
路
指
導
部　

細ほ
そ

井い

　

℡
７
６
８
‐
３
３
２
５

　

高
等
部
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
が
い
き
い
き
と
学
ぶ

姿
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
20
日
㈭

　

午
前
９
時
～
11
時
40
分

■
会
場

　

川
西
高
等
特
別
支
援
学
校（
旧
川
西
高
校
内
）

■
内
容

　

学
校
説
明
・
授
業
見
学

　

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

川
西
高
等
特
別
支
援
学
校

　

℡
７
６
８
‐
３
３
２
５

　

十
日
町
市
立
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
５
２
‐
４
６
３
２

　

E-m
ail

：risen@
edu.city.tokam

achi.
niigata.jp

イ
ベ
ン
ト



9 広報 平成30年８月号

　

９
月
５
日
㈬
か
ら
、町
営
水
道
及
び
下
水
道

メ
ー
タ
の
検
針
を
行
い
ま
す
。正
確
な
検
針
の

た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

９
月
５
日
㈬
か
ら
３
日
間（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物
や
車
等
が

乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
移

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場
合
、
検

針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な
ど
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
内
部
が
土

や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

く
ら
し

相
　
談

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
検
針

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

全
国
一
斉
子
ど
も
の
た
め
の

養
育
費
相
談
会

電
話
相
談
を
行
い
ま
す

　

新
潟
地
方
法
務
局
及
び
新
潟
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
８
月
29
日
㈬
か
ら
９
月
４
日

㈫
ま
で
を
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
子
ど
も

の
人
権
に
関
す
る
電

話
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
土
・
日
曜
日

も
相
談
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
広
く
子
ど
も
の

人
権
に
関
す
る
こ
と

■
電
話
番
号

　

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

■
相
談
時
間

８
月
29
日
㈬
～
８
月
31
日
㈮

９
月
３
日
㈪
～
９
月
４
日
㈫

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

９
月
１
日
㈯
・
９
月
２
日
㈰

　
　

午
前
10
時
00
分
～
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
７
５
２
‐
２
５
７
５

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、
悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30
分
ま

で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁
護
士
さ

ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
９
月
７
日

㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
達
し

し
だ
い
、
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
12
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所

　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容

　

借
金
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、不
動
産
、交
通
事
故
、

労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商

法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

現
在
、
離
婚
母
子
家
庭
に
お
い
て
、「
養
育

費
の
取
り
決
め
を
し
て
い
る
世
帯
」
は
、
約

43
％
、「
養
育
費
を
現
在
も
支
給
し
て
い
る
世

帯
」
は
24
％
と
い
う
低
い
数
値
と
な
っ
て
お
り

（
平
成
28
年
度
全
国
ひ
と
り
親
世
帯
等
調
査
結

果
）、
養
育
費
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
状
況
が

子
ど
も
の
貧
困
を
助
長
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
適
正
な

養
育
費
を
受
給
で
き
な
い
等
で
お
困
り
の
か
た

が
た
に
向
け
て
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
８
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
館

　
（
新
潟
市
中
央
区
笹
口
一
丁
目
11
番
地
15
）

■
相
談
方
式

　

電
話
に
よ
る
無
料
相
談

■
電
話
番
号

　

０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１

　
（
全
国
統
一
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会　

事
務
局

　

℡	

０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を
!!

弁
護
士
に
よ
る

無
料「
法
律
相
談
」開
催
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広報 10平成30年８月号

 LED街路灯で明るい町へ
— 7月17日　町長室 —

 １件でも事故を減らし、安全な町へ
— 7月19日　新潟テルサ —

 津南町から全国へ
— 7月25日　津南町役場 —

 香港ハウス竣工～新たな交流の拠点に～
— 7月29日　上郷逆巻　香港ハウス —

　県民交通安全フェアで、交通安全県宣言記念交通安全功
労者として十日町地区交通安全協会上郷支部長の涌

わく

井
い

政
まさ

宏
ひろ

さんと中津支部長の志
し

賀
が

義
よし

明
あき

さんが表彰されました。涌井
さんは約 20年、志賀さんは約 18年交通安全活動に携わり、
現在も町内の事故防止活動で活躍しています。

　上郷クローブ座の横に完成した香港ハウスの竣工式が行
われ、香港特別行政区政府やアーティスト、工事に携わっ
た関係者が一堂に集結しました。香港ハウスはオーストラ
リア・中国に続く３つ目の拠点となります。竣工式当日も
多くの外国人で盛り上がり、新たな人の動きに期待が寄せ
られました。

↑交通安全協会上郷支部長の涌井さん（左）、中津支部長の志賀さん（右）
↑香港特別行政区政府芸術文化事務所リー所長へ感謝状贈呈

↑関係者一同でテープカット

　今年も東北電力㈱十日町営業所の玉木所長より LED街路
灯を昨年の 24 灯を上回る 30 灯贈呈いただきました。い
ただいた LED街路灯は要望のあった地域へ配布されます。

↑町長と東北電力㈱十日町営業所の玉木所長

　津南町から本
もと

山
やま

雄
ゆう

太
た

選手がウエイトリフティング、桑
くわ

原
ばら

優
ゆう

斗
と

選手が陸上、薗
その

部
べ

太
た

郎
ろう

選手がサッカー、弟の薗
その

部
べ

太
た

一
いち

選手がフットサルで全国大会へ挑むため壮行会を行いまし
た。各大会は８月上旬から中旬で行われます。

↑壮行会に出席した桑原選手、薗部太一選手、本山選手
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こ
の
大
会
に
向
け
て
練
習
し
て
き
た
結
果
が

出
た
入
賞
者
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。入
賞
者
の
内
、各
種
目
上
位
３
位
を
掲
載

し
ま
す
。

（　

）は
学
校
名
敬
称
略
、新
は
、大
会
新
記
録

■
５
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
新
①
桑
原
沙
羅（
津
南
）②
滝
沢

天
花（
芦
ヶ
崎
）③
樋
口
茉
己（
津
南
）

100
ｍ
自
由
形
①
桑
原
沙
羅（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
橋
野
麻
綾（
上
郷
）②
風
巻　

星（
津
南
）③
久
保
田
美
有（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
滝
沢
天
花（
芦
ヶ
崎
）②
半
戸

咲
良（
芦
ヶ
崎
）③
江
村
娃
那（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
樋
口
は
な（
津
南
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
樋
口
は
な（
津
南
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
大
平
柑
奈（
津
南
）②
山
岸
明

日
香（
津
南
）

第
50
回
津
南
町
小
学
校  

親
善
水
泳
大
会
結
果

（
７
月
26
日
開
催
　
会
場

：

津
南
小
学
校
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
半
戸
咲
良（
芦
ヶ
崎
）

■
５
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
保
坂
恭
史（
上
郷
）②
滝
沢
兜

真（
芦
ヶ
崎
）③
藤
ノ
木
斗
夢（
津
南
）

100
ｍ
自
由
形
①
中
澤
泰
彦（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
保
坂
恭
史（
上
郷
）②
中
島
幹

太（
芦
ヶ
崎
）③
宮
﨑
茂
市（
芦
ヶ
崎
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
中
澤
泰
彦（
津
南
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
新
①
保
住　

陽（
津
南
）②

鈴
木
煌
悠（
芦
ヶ
崎
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
涌
井
永
太（
芦
ヶ
崎
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
保
住　

陽（
津
南
）

■
６
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
①
髙
橋
さ
わ（
津
南
）②
山
田
由

羽（
上
郷
）③
大
平
ゆ
り
な（
津
南
）

100
ｍ
自
由
形
①
石
田
妃
菜
佳（
津
南
）②
野
田

結
愛（
芦
ヶ
崎
）③
中
島
美
咲（
上
郷
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
中
島
こ
な
つ（
上
郷
）②
桑
原

永
遠（
津
南
）③
村
山
詩
季（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
中
島
こ
な
つ（
上
郷
）②
桑
原

永
遠（
津
南
）③
村
山
詩
季（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
粉
川
舞
花（
津
南
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
粉
川
舞
花（
津
南
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
石
田
妃
菜
佳（
津
南
）②
福
原

愛
夏（
津
南
）③
野
田
結
愛（
芦
ヶ
崎
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
石
沢　

綾（
津
南
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
髙
橋
さ
わ（
津
南
）②

福
原
愛
夏（
津
南
）③
石
沢　

綾（
津
南
）

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）①
津

南
Ａ
②
津
南
Ｂ
③
上
郷

200
ｍ
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）	

①
津
南
Ａ
②
津

南
Ｂ
③
上
郷

■
６
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
中
田
　
倫（
津
南
）②
石
沢
竜

雅（
津
南
）③
馬
場
陽
大（
津
南
）

100
ｍ
自
由
形
①
中
田
　
倫（
津
南
）②
古
野
　

樹（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
清
水
　
颯（
津
南
）②
薗
部
太

一（
津
南
）③
野
﨑
昊
太（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
清
水
　
颯（
津
南
）②
薗
部
太

一（
津
南
）③
鈴
木
　
翠（
芦
ヶ
崎
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
板
場
一
真（
津
南
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
中
澤
　
奏（
津
南
）②
山

田
直
央（
津
南
）③
野
﨑
昊
太（
津
南
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
石
沢
竜
雅（
津
南
）②
鈴
木
　

翠（
芦
ヶ
崎
）③
金
子
叔
靖（
芦
ヶ
崎
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
板
場
一
真（
津
南
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
中
澤
　
奏（
津
南
）

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）
①
津

南
Ａ
②
津
南
Ｂ
③
上
郷

200
ｍ
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）
①
津
南
Ａ
②
津

南
Ｂ
③
上
郷
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弥生 ― M a r c h ―

岩合光昭／文・写真　文溪堂

『岩合光昭の日本犬図鑑』

・
・
・
図
書
室
臨
時
閉
室
の
お
知
ら
せ
・
・
・

　

蔵
書
点
検
実
施
の
た
め
、公
民
館
図
書

室
を
臨
時
閉
室
い
た
し
ま
す
。期
間
中
は

図
書
室
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。利
用
者

の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
他
の
施
設
は
通
常
ど
お
り
使
用
可
能
で
す
。

■
日
時　

９
月
26
日
㈬
～
28
日
㈮

※
25
日
㈫
は
通
常
の
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

※
閉
室
日
の
２
週
間
前
に
借
り
た
図
書
は
、

返
却
締
切
日
が
29
日
㈯
と
な
り
ま
す
。

・
・
・
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
・
・
・

　

７
月
に
多
く
読
ま
れ
た
本
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

	

●
一
般
小
説	

『
風
神
の
手
』	

道
尾	

秀
介
／
著

『
望
み
』	

雫
井	

脩
介
／
著

『
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
』	

今
野	

敏
／
著

『
ハ
リ
ケ
ー
ン
』	

高
嶋	

哲
夫
／
著

『
ラ
プ
ラ
ス
の
魔
女
』	

東
野	

圭
吾
／
著

	
●
一
般
書	

『
水
墨
画
を
た
し
な
む
』

『
10
秒
リ
ン
パ
ス
ト
レ
ッ
チ
』

『
憎
い
も
の
が
好
き
』

『
下
に
見
る
人
』

『
1
0
0
歳
の
1
0
0
の
知
恵
』

●
児
童
書	

『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ち
て
い
た
ん
け
ん
』

『
ほ
ね
ほ
ね
ザ
ウ
ル
ス
超
図
鑑
』

『
び
ょ
う
い
ん
の
お
ば
け
ず
か
ん
』

『
お
し
り
た
ん
て
い　

む
ら
さ
き
ふ
じ
ん

の
あ
ん
ご
う
じ
け
ん
』

『
ド
ラ
え
も
ん
科
学
ワ
ー
ル
ド　

天
気
と

気
象
の
不
思
議
』

	

●
絵
本	

『
天
地
創
造
』

『
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
と
お
お
く
じ
ら
』

−吉野利代子さんから

　

図
書
館
に
行
く
た
び
に
気
に
な
っ
て
い

た
本
を
昨
年
の
冬
に
読
ん
で
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

も
の
の
見
か
た
を
変
え
る
、
自
分
自
身

の
内
面
的
な
安
定
を
育
て
る
努
力
を
す
る

こ
と
な
ど
わ
か
っ
て
い
た
よ
う
で
、
で
き

て
い
な
い
こ
と
な
ど
説
得
力
が
あ
り
理
解

し
や
す
い
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
「
学
習
の
第
一
歩
は
自
分
の
無
知
を
認

め
る
こ
と
で
あ
る
。」
そ
し
て
、「
問
題
の

見
か
た
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
。」
と
あ
り
、

自
分
が
い
か
に
都
合
よ
く
物
事
を
見
て
い

る
の
か
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
自
分
の
内
面
を
磨
く
こ
と
、

自
分
と
の
約
束
を
守
る
こ
と
な
ど
内
側
か

ら
外
側
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
油
断
を
す
る
と
す

ぐ
に
他
人
の
せ
い
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
外
側
に
結
果
を
求

め
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
一
の
習
慣
「
主
体
的
で
あ

る
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
章
に
は
、

紹介する本

藤
ふ じ

木
き

　理
り

恵
え

さん （城原）

『
お
さ
じ
さ
ん
３
』

『
お
～
い
シ
ー
モ
ア
！　

ス
ペ
シ
ャ
ル
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
ケ
！
』

『
ふ
し
ぎ
の
く
に
の
ア
リ
ス　

し
か
け
え

ほ
ん
』

・
・
・
図
書
室
の
開
閉
時
間
・
休
館
日
・
・
・

■
開
室
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

８
月
27
日
㈪
、９
月
25
日
㈫

臨
時
閉
室　

９
月
26
日
㈬
～
28
日
㈮

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・
予
約

が
行
な
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図
書
室

w
ebopac

」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

スティーブン・Ｒ・コヴィー　著
出版社　キングベアー

完訳 ７つの習慣 人格主義の回復

　いまや世界中の愛犬家に親しまれている日本犬。日本犬
のルーツや生態を犬種ごとに写真と併せて掲載。日本犬の
魅力が詰まった１冊。

【大人の本】
●『多分そいつ、今頃パフェとか食ってるよ。』
	 ……………………………………… JAM／著　サンクチュアリ出版
●『「脱水症」と「経口補水液」のすべてが分かる本』
　		……………………………………… 	谷口	英喜／著　日本医療企画
●『10分間で読める芥川龍之介短編集』
　……………………………………… 芥川	龍之介／著　ゴマブックス
●『地に滾る』	………………………あさの	あつこ／著　祥伝社
【子どもの本】	
●『３分後にゾッとする話』	…並木	伸一郎／著　理論社
●『ゆるゆる危険生物図鑑』
　………………………………… 	さのかける／まんが　学研プラス
●『かいけつゾロリのドラゴンたいじ２』
　……………………………………………………… 原ゆたか	／作　ポプラ社
●『実物大！世界のどうぶつ絵本』
　…………………………………ソフィー・ヘン／作　あすなろ書房

広報ライブラリー
今月の１冊

８月 −葉
は

月
づ き

−

Pen Relay

8月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

エ
レ
ノ
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
さ
ん
の
「
あ

な
た
の
許
可
な
く
し
て
、
誰
も
あ
な
た
を

傷
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
傷
つ
い
た
と
言
っ
た
り
、

思
っ
た
り
す
る
こ
と
が
実
は
、
自
分
が
許

可
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
な
の
だ
と
い
う

考
え
か
た
は
新
鮮
で
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
に
続
く
習
慣
も
、
と
て
も

わ
か
り
や
す
い
例
え
と
共
に
書
い
て
あ

り
、
表
な
ど
に
も
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

具
体
的
で
お
も
し
ろ
い
で
す
。
偉
人
た

ち
の
言
葉
も
の
っ
て
い
る
の
で
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

習
慣
と
し
て
実
践
で
き
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
書
い
て
あ
り
、
役
立
て
て
い
け
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
本
を
読
む
こ
と
を

習
慣
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
上
手
に
は
書
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

次
は
、
涌
井
千
春
さ
ん
に
リ
レ
ー
し

ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

「
も
し
も
し
」
を
覚お
ぼ

え
し
吾あ

子こ

は
電で
ん

卓た
く

を

　
　

片か
た

手て

に
祖そ

母ぼ

と
電で
ん

話わ

ご
っ
こ
す
る	

江
村
大
輔

ク
ロ
ー
ル
の
息い
き

継つ

ぎ
で
き
た
瞬し
ゅ
ん

間か
ん

は

　
　

吾わ
れ

の
世せ

界か
い

が
新あ
た
ら

し
く
な
る	

石
橋
寿
子

勢い
き
お

い
よ
く
ミ
ニ
ト
マ
ト
噛か

む
孫ま
ご

の
口く
ち

を

　
　

こ
ぼ
れ
し
種た
ね

を
指ゆ
び

で
遊あ
そ

べ
り	

津
端
恵
子

音お
ん

信し
ん

の
絶た

え
て
久ひ
さ

し
き
友と
も

の
名な

を

　
　

声こ
え

に
だ
す
と
き
湧わ

く
思お
も

い
あ
り	

貝
澤
圭
子

漬つ

け
床ど
こ

に
梅う
め

酒し
ゅ

少す
こ

し
の
隠か
く

し
味あ
じ

　
　

義は

母は

に
教お
そ

はわ

る
我わ

が
家や

の
茄な

子す

漬づ

け	
恩
田
久
美
子

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
歯は

ご
た
え
の
新し
ん

ワ
カ
メ

　
　

入い

れ
た
味み

噌そ

汁し
る

食は

む
春は
る

の
朝あ
さ	
丸
山
直
子

「
に
ほお

ひい

あ
はわ

し
」の「
ほ
」の
音お
と

は「
お
」に
あ
ら
ざ
る
と

　
　

先せ
ん

生せ
い

わ
れ
ら
の「
ほ
」を
正た
だ

さ
れ
き（「
朧おぼろ
月づき
夜よ
」の
う
た
６
年
生
）

	

小
野
寺
恒
代

山さ

茶ざ
ん

花か

の
花は
な

の
盛さ
か

り
の
庭に
わ

に
来き

て

　
　

娘む
す
め

は
二ふ
た

人り

目め

を
身み

籠ご
も

る
を
告つ

ぐ	

高
橋
春
枝

散さ
ん

歩ぽ

道み
ち

黄き

の
連れ
ん

翹ぎ
ょ
う

に
歩あ
ゆ

み
止と

め

　
　

し
ば
し
眺な
が

む
る
春は
る

の
夕ゆ
う

ぐ
れ	

内
山
キ
ク

冬と
う

至じ

過す

ぎ
僅わ
ず

か
に
日ひ

脚あ
し

伸の

び
た
る
を

　
　

喜よ
ろ
こ

び
今き
ょ

日う

の
日に
っ

記き

に
記し
る

す	

麻
績
初
恵

歩ほ

行こ
う

器き

の
要い

ら
ぬ
日ひ

は
な
く
不ふ

自じ

由ゆ
う

を

　
　

な
げ
か
ず
日ひ

日び

を
感か
ん

謝し
ゃ

で
過す

ご
す	

滝
沢
勝
枝

梅つ

雨ゆ

入い

り
を
待ま

ち
か
ね
た
やよ

う
に
ああ

じ

さ

い

ぢ
さ
ゐ
が

　
　

色い
ろ

あ
ざ
や
か
に
や
さ
し
く
開ひ
ら

く	
	

風
巻
京
子

梅つ

ゆ雨
ば
れ
の
やよ

う
や
く
静し
ず

も
る
夕ゆ
う

暮ぐ

れ
を

　
　

ア
カ
バ
ン
サ
ス
の
次つ
ぎ

つ
ぎ
に
弾は

ぜ	

鈴
木
綾
子

わ
が
佐さ

渡ど

に
春は
る

来き
た

る
べ
し
凪な

ぎ
わ
た
る

　
　

朝あ
し
た

の
海う
み

の
藍あ
い

に
か
が
や
く	

萩
原
光
之

長
生
学
園

父ふ

母ぼ

よ
り
も
十
五
年ね
ん

も
長な
が

く
生い

き

　
　

ま
だ
ま
だ
生い

き
て
と
娘む
す
め

言い

う
な
り	

富
沢
キ
ミ

終し
ゅ
う

戦せ
ん

を
迎む
か

へ
た
時と
き

の
吾あ

と
同お
な

じ

　
　

女ま

孫ご

は
小し
ょ
う

学が
く

四
年ね
ん

と
な
り
ぬ	

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
七
月
）

上じ
ょ
う

族ぞ
く

を
待ま

ち
て
進す
す

め
し
嫁よ
め

話ば
な
し	

千
年
雄

頂ち
ょ
う

上じ
ょ
う

へ
夏な
つ

帽ぼ
う

の
列れ
つ

七な
な

曲ま
が

り	

東　

川

草く
さ

刈か

っ
て
草く
さ

の
匂に
お

ひ
に
疲つ
か

れ
け
り	

貞　

足あ
し

早ば
や

に
田た

水み
づ

見み

る
人ひ
と

明あ
け

易や
す

し	

渡　

舟

卓ち
ゃ

袱ぶ

台だ
い

も
蚊か

帳や

も
一ひ
と

間ま

の
幼お
さ
な

き
日ひ	

房　

良

昼ひ
る

顔が
お

や
帰き

路ろ

の
気け

だ
る
き
川か
わ

遊あ
そ

び	

壽　

子

夏な
つ

の
空そ
ら

異い

国こ
く

の
言こ
と

葉ば

軽か
る

井い

沢ざ
わ	

美　

恵

少し
ょ
う

年ね
ん

の
仕し

種ぐ
さ

や
さ
し
や
蛍ほ
た
る

狩が
り	

れ
い
子

夕ゆ
う

風か
ぜ

の
し
づ
か
に
渡わ
た

る
青あ
お

田た

原ば
ら	

妙　

地ち

に
落お

ち
て
う
す
汚よ
ご

れ
た
る
栗く
り

の
花は
な	

芳　

司

不ほ

如と
と

帰ぎ
す

郭か
っ

公こ
う

筒つ
つ

鳥ど
り

一い
っ

山さ
ん

に	

緑　

梅う
め

酒し
ゅ

で
は
物も
の

足た

り
な
い
と
ほ
ざ
く
女じ
ょ

子し	

冬
詩
子

窓ま
ど

に
き
て
巣す

立だ

ち
雀す
ず
め

が
一ひ
と

休や
す

み	

フ
ミ
子
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは

津南町地域包括
支援センター
765-5455

つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室

　

町
で
は
、
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
か
た
や

介
護
に
関
心
の
あ
る
か
た
を
主
な
対
象
と
し
て
、

毎
年
在
宅
介
護
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
学
習
や
、
実
際

の
介
護
の
方
法
、
福
祉
用
具
の
紹
介
な
ど
、
皆

さ
ん
の
日
々
の
介
護
や
今
後
の
介
護
に
役
立
て

る
内
容
を
企
画
し
て
い
ま
す
。	

　

毎
回
の
案
内
は
、
各
世
帯
に
回
覧
で
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
２
回
目
か
ら
の
参
加
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
と
は
？

　

認
知
症
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
お
よ
び
、

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
２
０
１
８
新
潟
実
行
委
員
会
が
主
催

し
、
全
国
す
べ
て
の
ま
ち
が
、「
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
、
支
援
者
、
一
般

の
人
が
一
緒
に
走
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

地
域
の
中
を
走
り
（
ま
た
は
歩
き
）、
一
つ

の
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

走
る
人
だ
け
で
な
く
、
応
援
す
る
人
も
Ｒ
Ｕ
Ｎ

伴
の
参
加
者
で
す
。

ど
こ
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

昨
年
は
全
国
42
都
道
府
県
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
潟
県
は
５
つ
の
地
域
に
分
か
れ
、
津
南

町
は
、
魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア
と
な
り
ま
す
。

　

津
南
町
や
十
日
町
市
の
各
地
区
を
ス
タ
ー
ト

し
、「
十
日
町
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
分
じ
ろ

う
」
へ
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
応
援
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

　

認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
の

テ
ー
マ
カ
ラ
ー
は
「
オ
レ
ン
ジ
」
で
す
。

　

み
な
さ
ん
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
も
の
を
持
っ
て

応
援
す
る
こ
と
で
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

津
南
町
の
開
催
は
い
つ
で
す
か
？

　

平
成
30
年
９
月
９
日
㈰
で
す
。

　

ス
タ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
、
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
、
９
月
５
日
号
お
知
ら
せ

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
２
０
１
８
新
潟
実
行
委
員
会

　

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア
代
表　

髙
橋　

愛

　

℡
０
９
０
‐
５
９
４
４
‐
２
９
４
４

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
、
介
護
を
さ
れ
て

い
る
か
た
が
た
の
交
流
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目

的
と
し
た
交
流
会
で
す
。

　

い
つ
も
と
少
し
環
境
を
変
え
て
気
分
転
換
を

図
っ
た
り
、
同
じ
介
護
経
験
者
と
の
情
報
交
換

の
場
に
も
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
１
回
は
、
７
月
29
日
㈰
に
終
了

し
、
日
帰
り
旅
行
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
目
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
７
６
５
‐

３
７
７
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

効
率
の
良
い
介
護
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
介

護
の
労
力
が
減
っ
た
り
、
病
気
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
で
困
っ
て
い
た
こ
と
が
病
気
の
症
状
だ

と
分
か
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
介
護
の
技
術
や

知
識
を
得
る
こ
と
は
、
介
護
者
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
環
境
で
介
護
を
し
て
い

る
人
た
ち
と
、
悩
み
を
共
有
し
た
り
、
相
談
し

た
り
、
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
は
、
介
護
の
励

み
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

在
宅
介
護
を
さ
れ
て
い
る
か
た
が
た
に
対
す

る
教
室
や
交
流
会
、
つ
ど
い
を
ぜ
ひ
活
用
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
を
支
え
ま
す

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴　

２
０
１
８

応
援
へ
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
今
年
度
の
予
定
◆

第
１
回　

７
月
19
日
㈭　

終
了

第
２
回　

８
月
24
日
㈮

「
楽
な
オ
ム
ツ
の
あ
て
方
、
床
ず
れ
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
」

第
３
回　

９
月
14
日
㈮

「
在
宅
で
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
食
事

～
介
護
食
の
紹
介
～
」
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血
液
検
査
の
待
ち
時
間

検
査
科
　
清
水
　
久
和
代

　
血
液
検
査
を
さ
れ
た
か
た
の
多
く
は
、『
結
果
が

出
る
ま
で
結
構
時
間
が
か
か
る
な
ぁ
』
と
感
じ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
な
ぜ
血
液
検
査
に
時

間
が
か
か
る
の
か
所
要
時
間
な
ど
に
つ
い
て
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

　
外
来
の
診
療
で
採
血
さ
れ
た
血
液(

検
体)
は

検
査
室
に
運
ば
れ
、
受
付
後
す
ぐ
に
測
定
で
き
る

検
査
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
様
の
検

体
は
血
液
が
固
ま
る
の
を
待
っ
て
か
ら
遠
心
分
離

を
行
い
ま
す
。
こ
の
処
理
に
約
10
分
か
か
り
ま
す
。

そ
の
後
各
分
析
機
で
測
定
し
ま
す
が
、
結
果
の
出

力
ま
で
約
15
分
か
か
る
も
の
や
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
・

甲
状
腺
検
査
な
ど
約
30
分
か
か
る
項
目
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
検
体
受
付
か
ら
結
果
報
告
ま
で
約

30
分
か
ら
45
分
程
度
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
結
果
値
は
過
去
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
異
常
値

の
場
合
は
再
検
査
を
行
い
ま
す
。
早
め
の
報
告
を

心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
検
体
数
の
多
い
時
や
再
検

査
と
な
っ
た
場
合
は
お
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 病

院
歳
時
記

＜実施された行事＞
〔7月〕
	 21日	 第39回津南まつり
	 23日	 長野県原村当町行政視察（副議長）
	 24日	 県町村議会全議員研修・県町村
	 	 議会議長会70周年記念事業
	 25日	 一般国道353号十二峠新トンネル
	 	 開削期成同盟会総会（議長）
	 	 全国大会出場選手壮行会（総文福祉常任委員長）
25日～26日	 県外視察（産業建設常任委員会）
	 29日	 青戸こはるびの里夏祭り（議長）
	 	 大地の芸術祭開会式（副議長）
	 30日	 津南地域衛生施設組合議会（議長・副議長）
	 	 広島市平和記念式派遣団壮行会(議長)

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）
	6000日	藤ノ木キミ（堂平）
	4700日	高橋美佐子（見玉）
	2200日	大倉敏雄（小下里）
	1500日	石橋俊治（割野）
	1100日	福原幸子（外丸）
	1000日	保坂良雄（大井平）
	 200日	桑原藤枝（秋成）
	 100日	滝沢公夫（外丸）、桑原栄子（貝坂）、山田三重子

（所平）、福原嘉定（外丸）

主な運動：ラジオ運動、健骨体操、テレビ体操、ウォーキング他

健康体力づくり100日運動
〔8月〕
	2日～3日	 県外視察（総文福祉常任委員会）
7日～8日	 町村監査委員会研修
	 9日	 全員協議会
＜今後予定されている行事＞
〔8月〕
	 23日	 産建・上部団体要望（議長・産建正・副委員長）
	 29日	 上越魚沼地域振興快速道路「十日町・六日町
	 	 間」整備促進連絡協議会総会(議長)
	 31日	 一般質問締切日
〔9月〕
	 4日	 議会運営委員会・全員協議会・産建作況調査
	 5日	 津南町異業種交流会　行政・議会
	 	 との懇談会（議長・産建委員長）
	 10日	 第３回定例会開会日（予定）

　

「
自
分
の
年
金
記
録
を
見
た
い
」

「
将
来
の
年
金
見
込
額
を
知
り
た

い
」
と
い
う
か
た
へ
、
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

ご
自
身
の
年
金
に
関
す
る
様
々
な
情

報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る
も
の
で
、

24
時
間
い
つ
で
も
、
最
新
の
年
金
記

録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
利
用
可
能
で

す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て

い
な
い
期
間
や
厚
生
年
金
加
入
記

録
な
ど
も
確
認
で
き
、
記
録
の

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
の
発
見
に

も
役
立
ち
ま
す
。

　

利
用
し
た
い
と
い
う
か
た
は
基
礎

年
金
番
号
を
ご
用
意
の
上
、
日
本
年

金
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

・
税
務
町
民
課	
町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
期
限

か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
法
律
改
正
に
よ
る
時

限
措
置
と
し
て
、
過
去
５
年
以
内
に

納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
る「
後
納
制
度
」

が
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
後
納
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、

年
金
の
受
給
が

で
き
な
か
っ
た

か
た
が
受
給
資

格
を
得
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

24
時
間
い
つ
で
も
確
認

国
民
年
金
保
険
料
の

「
後
納
制
度
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い



いきいき
大好き
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こ
の
事
業
は
、家
族
や
友
人
、職
場
の
同
僚
な

ど
で
３
人
か
ら
５
人
の
チ
ー
ム
を
作
り
、１
か

月
間
の
合
計
歩
数
で
１
０
０
万
歩
を
目
指
す
も

の
で
す
。３
人
で
は
中
々
１
０
０
万
歩
の
達
成

が
難
し
い
場
合
で
も
、４
人
、５
人
で
チ
ー
ム
を

作
り
、日
頃
の
歩
数
を
増
や
す
こ
と
を
目
標
に

し
て
取
り
組
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
々
参
加
者
が
増
え
、10
年
目
と
な
る
今
年

度（
４
月
～
６
月
分
）は
、３
人
か
ら
５
人
チ
ー

ム
合
わ
せ
て
４
０
５
名
の
か
た
が
取
り
組
み
ま

し
た
。ま
た
、職
場
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
複
数
の
チ
ー
ム
を
作
り
参
加
し
て
い
る
事
業

所
も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
達
成
状
況

を
確
認
し
合
い
な
が
ら
楽
し
く
取
り
組
め
た
よ

う
で
す
。

　

本
事
業
は
、秋
に
も
実
施
を
し
ま
す
。次
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
内
の
事
業
所
の
み
な
さ
ま
か
ら
、た
く
さ

ん
の
景
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
だ
町
民
の
み
な
さ
ん

の
励
み
と
継
続
に
つ
な
が
る
よ
う
、町
内
の
事

業
所
の
み
な
さ
ま
か
ら
景
品
の
ご
提
供
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。景
品
は
、抽
選
で
参
加
者
の
み
な

さ
ん
に
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

目
指
せ
！

 

チ
ー
ム
１
０
０
万
歩

竜神の館 様
（温泉入浴ご招待券）

㈱ネオックス 様
（スポーツドリンク）

ニュー・グリーンピア津南 様
（新潟５大ラーメン）

㈾津南自動車 様
（トコロサングッズ）

㈱大阪屋商店 様
（津南の天然水）

山源木工 様
（木製一輪挿し）

㈱松屋 様
（焼きたてパン）

景品の提供を
いただいた

事業所のみなさん
大変ありがとうございました
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Ｔ
ａ
ｐ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

第
４
回
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　
　

水
泳
発
表
会
＆
記
録
会
を
開
催

短
期
水
泳
教
室

　
　
（
10
回
コ
ー
ス
）
募
集

Tap事務局【TEL】765-5776【FAX】765-3596

　

熱
い
夏
も
終
盤
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
と
て
つ
も
な
い
暑
さ
に
み
ま
わ
れ
た
夏
と

な
り
ま
し
た
。

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は
、
去
る
７
月
14
日
㈯
に

Ｔ
ａ
ｐ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル	

「
第
４
回
ク
ア
ハ

ウ
ス
津
南	

水
泳
発
表
会
＆
記
録
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
の
練
習
の
成
果
を

家
族
や
仲
間
の
前
で
披
露
す
る
場
で
す
。
初
め

て
挑
戦
す
る
園
児
や
児
童
た
ち
も
多
く
、
緊
張

の
中
、
先
輩
ス
イ
マ
ー
た
ち
が
優
し
く
サ
ポ
ー

ト
す
る
姿
に
感
心
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。　

ま
た
、
新
記
録
に
挑
戦
す
る
生
徒
、
自
己
ベ
ス

ト
更
新
を
目
標
に
頑
張
る
生
徒
、
何
よ
り
も
上

達
し
た
姿
を
家
族
に
見
せ
た
い
！
と
果
敢
に
挑

戦
す
る
姿
が
印
象
的
な
記
録
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

熱
い
声
援
が
響
き
渡
り
、
キ
ラ
キ
ラ
と
水
し

■
日　

程　

9
月
1
日
㈯
～
毎
週
土
曜
日

（
11
月
25
日
㈰
を
含
む
）

※
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
時　

間　

幼
児
…
10
時
15
分
～
11
時
15
分

　
　
　
　
　

ま
た
は
16
時
15
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　

児
童
…
11
時
30
分
～
12
時
30
分

　
　
　
　
　

ま
た
は
17
時
30
分
～
18
時
30
分

■
場　

所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南	

プ
ー
ル

■
対　

象　

年
中
～
小
学
6
年
生

■
料　

金　

１
０
，
8
０
０
円

　
　
　
　
　
（
会
員
割
引
料
金
９
，
8
０
０
円
）

■
定　

員　

若
干
名

※
ク
ラ
ス
に
よ
り
空
き
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
か

た
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申　

込　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南	

受
付

■
問
合
せ　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　
　
　
　
　
（
℡
７
６
５
‐
３
７
１
１
）

ぶ
き
が
爽
や
か
に
舞
い
上
が
っ
た
発
表
会
＆
記
録

会
は
、
感
動
と
な
っ
て
皆
さ
ん
の
心
に
刻
ま
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

我
が
家
の
健
康
維
持
の
取
り
組
み

平
成
29
年
津
南
に

　
　
　

		

引
越
し
て
き
ま
し
た

　

我
が
家
は
平
成
29
年
3
月
に
津
南

町
上
郷
子
種
新
田
に
引
越
し
て
き
て
、

一
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私

の
実
家
は
旧
川
西
町
で
あ
り
、
妻
の
実

家
も
十
日
町
市
と
２
人
と
も
魚
沼
の
空

気
と
水
と
土
地
で
育
ち
ま
し
た
。
自
然

豊
な
津
南
町
で
明
る
く
、
楽
し
く
、
元

気
良
く
家
族
４
人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に

　
　
　
　
　

参
加
し
て
い
ま
す

　

津
南
町
は
町
を
挙
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や

健
康
維
持
の
活
動
が
多
く
あ
り
、
我
が
家
も

い
ろ
い
ろ
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
、
上
郷
地
区
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
水
中
教
室
、
親
子
ス
キ
ー

教
室
、
ボ
ル
タ
リ
ン
グ
教
室
な
ど
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
健
康
維
持
が
で
き
、

ま
た
た
く
さ
ん
の
町
の
人
と
ふ
れ
合
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
水
泳
教
室
に
入
り
、
体
力
や

心
肺
機
能
が
強
く
な
り
丈
夫
な
体
が
で
き
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

ボ
ル
タ
リ
ン
グ
教
室
で
は
、
子
ど
も
達
が

壁
を
猿
み
た
い
に
す
い
す
い
登
り
、
驚
き
が

あ
り
ま
し
た
。
親
子
水
泳
教
室
で
は
、
子
ど

も
達
は
去
年
初
め
て
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
に
挑

戦
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
丁
寧
に
教
え

て
も
ら
い
、
直
ぐ
に
１
人
で
滑
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
体
力
低
下
も
気
づ
き
ま
す
が
、
子
ど
も

達
の
成
長
や
新
た
な
る
一
面
を
見
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
、
わ
く
わ
く
し
た
期
待
や
感
動
な

ど
で
、
次
ま
た
参
加
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が

湧
き
ま
す
。
今
後
も
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

上
郷
駐
在
所　

田
村　

欽
司　

さ
ん

笑顔あふれる田村さん一家♡♡♡
7月16日ご一家で親子なぞなぞウォークラリーに参加しました♡♡♡

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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農
業
委
員
会
の

窓

農
業
委
員
会
の

窓

　

秋
山
郷
地
区
担
当
の
石
田
で
す
！

　

７
月
29
日
㈰
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
大

地
の
芸
術
祭　

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ　

２
０
１
８
」。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
：
島し
ま

袋ぶ
く

道み
ち

浩ひ
ろ

氏

を
迎
え
、
秋
山
郷
で
は
結
東
を
中
心
に
新
た
に

３
つ
の
作
品
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。「
石
垣

田
の
作
品
」、「
蜂
箱
の
作
品
」、「
結
東
の
も
う

ひ
と
つ
の
作
品
」
の
３
つ
で
、
こ
の
地
域
に
存

在
す
る
も
の
を
活
か
し
た
作
品
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
中
の
１
つ
、「
結
東
の
も
う
ひ
と
つ
の

作
品
」
は
、
実
は
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
公

式
マ
ッ
プ
に
も
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
土
曜
日
・

日
曜
日
の
12
時
か
ら
14
時
の
２
時
間
限
定
、
結

東
集
落
内
の
片
隅
で
こ
っ
そ
り
と
展
開
し
て
い

ま
す
。
結
東
集
落
内
で
昔
使
用
さ
れ
て
い
た
、

稲
や
肥
料
を
運
搬
す
る
た
め
の
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど

を
活
か
し
た
作
品
で
、別
の
名
を『
空
飛
ぶ
キ
ュ

ウ
リ
、
空
飛
ぶ
ト
マ
ト
』
と
言
い
ま
す
。
キ
ュ

ウ
リ
や
ト
マ
ト
を
１
個
１
０
０
円
で
販
売
し
て

い
る
の
で
す
が
、
お
客
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら

う
形
で
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
方
法
で
野
菜
が

運
ば
れ
て
来
ま
す
。
何
だ
か
と
て
も
気
に
な
り

ま
せ
ん
か
？
気
に
な
っ
た
か
た
は
ぜ
ひ
秋
山
郷

へ
。
何
と
も
言
え
な
い
お
も
し
ろ
さ
で
す
。
隠

れ
た
名
作
に
な
り
そ
う
な
予
感
？

大
地
の
芸
術
祭　

秋
山
郷
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

８
月
25
日
㈯
、
15
時
、『
妻
有
神
出
鬼
没
』

と
題
し
て
「
切
腹
ピ
ス
ト
ル
ズ
」
が
秋
山
郷
・

結
東
を
練
り
歩
き
ま
す
。「
切
腹
ピ
ス
ト
ル
ズ
」

は
、「
日
本
を
江
戸
に
せ
よ
！
」
を
合
言
葉
に
、

１
９
９
９
年
に
江
戸
で
発
足
。
鉦
・
笛
・
太
鼓

な
ど
の
和
楽
器
を
持
ち
、
野
良
着
を
身
に
纏
っ

た
日
本
各
地
の
隊
員
十
数
人
（
18
人
？
）
か
ら

成
る
パ
ン
ク
バ
ン
ド
で
、
日
本
各
地
の
地
方
再

生
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
呼
ば
れ
演
奏
し
活
躍
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
も
演
奏
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
方
探
索
と
研
究
、
映
画
、
職
人
、

農
、
寺
子
屋
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
隊
員
そ
れ

ぞ
れ
の
自
主
活
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
バ
ン
ド
が
秋
山
郷
・
結
東
で
見
れ
る
！
ま
た

と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
結
東
に
お
越
し

下
さ
い
。
ち
な
み
に
、
８
月
24
日
㈮
は
結
東
の

祭
礼
で
す
の
で
、
２
日
連
続
で
楽
し
め
る
こ
と

間
違
い
な
し
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

農
業
委
員
会
視
察
研
修

　
‐
上
越
市・株
式
会
社
ふ
る
さ
と
未
来
‐

　

津
南
町
農
業
委
員
会
で
は
、
８
月
３
日
に
、

推
進
委
員
と
共
に
、
株
式
会
社
ふ
る
さ
と
未

来
（
旧
柿
崎
町
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
ふ
る
さ
と
未
来
は
、
平
成
19
年

３
月
１
日
に
設
立
し
水
稲
50
　
、
枝
豆
７
ha
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
４
ha
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

設
立
前
は
、
平
成
10
年
の
基
盤
整
備
に
合
わ

せ
、
集
落
で
、
み
な
し
法
人
と
し
て
や
っ
て

い
ま
し
た
が
農
家
の
高
齢
化
、
機
械
の
更
新

費
用
な
ど
の
課
題
か
ら
法
人
化
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。
法
人
立
ち
上
げ
後
、
代
表
取
締
役

と
し
て
現
代
表
の
髙
橋
さ
ん
に
就
任
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
当
時
、
長
野
県
の
事
業
所
へ

勤
め
て
お
り
、
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
い
こ

と
か
ら
と
て
も
悩
ん
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

農
業
＝
こ
の
地
域
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と

考
え
、
一
念
発
起
を
し
、
代
表
取
締
役
を
引

き
受
け
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
、
高
橋
代
表
取
締
役
か
ら
、
ふ

る
さ
と
未
来
の
概
要
や
理
念
、
取
組
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

法
人
化
に
よ
り
、
次
の
点
を
重
点
化
し
ま

し
た
。
①
い
か
に
従
業
員
の
負
担
を
な
く
し
、

効
率
化
す
る
か
。
②
一
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ha

の
計
画
立
て
、
一
日
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
綿
密
に
練
る
。
ほ
か
に
も
、
①
農
地
の
特

徴
を
抑
え
、
適
材
適
所
の
機
械
導
入
②
園
芸

の
導
入
に
よ
る
通
年
雇
用
の
創
出
な
ど
、
常

に
従
業
員
の
こ
と
を
考
え
一
生
勤
め
ら
れ
る

就
業
環
境
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
し

た
。
集
落
営
農
で
起
こ
り
が
ち
な
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
し
「
長
く
継
続
で
き
る
後
継
者

作
り
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
で
み
ん
な

の
会
社
だ
と
い
う
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
リ
ス
ク
の
大

き
い
農
業
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
100
点
は
目
指

さ
ず
、
80
点
を
目
標
に
、
そ
れ
以
下
を
出
さ

な
い
よ
う
に
努
力
を
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
津
南

町
に
必
要
な
こ
と
を
、

学
ぶ
大
変
貴
重
な
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
内
容
を
詳
し
く

知
り
た
い
か
た
は
お

近
く
の
農
業
委
員
や

推
進
委
員
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

【作り方】
①ミニトマトは湯むきし、玉ねぎはみじん切りにします。
②ボールに調味料Ⓐをすべて入れて混ぜ合わせます。
③②にミニトマトと玉ねぎを入れて混ぜ、密閉容器に入
れます。

④冷蔵庫に半日ほど置いたら完成！

★冷蔵庫で3日ほど保存可能です。
　暑い夏を元気に乗り切りましょう!

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

前
倉
集
落
の
上
方
に
位
置
す
る
前
倉
の
ト
ド

標
高
約
1
0
0
0
ｍ
に
あ
る
展
望
台
で
す
。展

望
デ
ッ
キ
に
立
つ
と
、ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
の
が
鯨
の
背
の
よ
う
な
苗
場
山
で
す
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、大
地
の
成
り

立
ち
や
そ
の
雄
大
さ
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き

る
展
望
台
や
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

苗
場
山
は
約
30
万
年
前
、４
回
の
噴
火
活
動

に
よ
っ
て
今
の
姿
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。９
合
目
か
ら
山
頂
ま
で
続
く
約
７
０
０
ha

の
平
坦
な
地
形
に
は
高
層
湿
原
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。こ
の
湿
原
は
、ミ
ヤ
マ
ホ
タ
ル
イ
群
落
な

ど
が
あ
る
希
少
性
か
ら
環
境
省
に
よ
る
日
本
の

重
要
湿
地
5
0
0
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

苗
場
山
の
手
前
に
は
、深
い
中
津
川
渓
谷

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。苗
場
山
の
標
高
は

2
1
4
5
ｍ
、前
倉
集
落
下
の
中
津
川
の
標
高

が
約
5
0
0
ｍ
な
の
で
約
1
6
0
0
ｍ
近
い
標

高
差
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。中
津
川
沿
い

の
わ
ず
か
な
平
坦
地
に
村
が
営
ま
れ
て
い
る
様

子
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

苗
場
山

の
左
側
に

は
金
城
山

な
ど
が
連

な
り
、さ
ら

に
左
に
目

を
う
つ
す

と
空
気
の

澄
ん
だ
晴

れ
た
日
に

は
、八
海
山

を
見
る
こ

と
も
で
き

ま
す
。

　

こ
の
山
の
展
望
台
で
は
、雄
大
な
苗
場
山
と

秋
山
郷
の
山
深
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。淡
い
新

緑
、濃
い
夏
の
緑
、色
と
り
ど
り
の
紅
葉
、白
く

雪
化
粧
し
た
苗
場
山
と
四
季
折
々
私
た
ち
を
感

動
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

前
倉
ト
ド
展
望
台

通
称「
山
の
展
望
台
」

苗場山と深い中津川渓谷を一望することができる

奥に見える頂が八海山

　毎日厳しい暑さですが、健康管理に気を付けています
か?　暑さはまだまだ続くと思います。
　夏バテで食欲がないときに、甘酸っぱいさわやかなマ
リネは、おつまみや箸休めにピッタリですよ。

【材料（4人分）】
　ミニトマト…………15個
　玉ねぎ………………1/2個
　塩……………………小さじ1/2
　粗挽きこしょう……少々
　酢……………………大さじ3
　はちみつ……………大さじ1
　バジル（乾燥）………適量
　オリーブオイル……大さじ1

夏バテ予防に !ミニトマトのマリネ

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　阿部　和子（美穂）

Ⓐ



戸 籍 の 窓

N
ajom

on Inform
ation

●記事訂正について
先月号で掲載いたしました戸籍の窓について、出産の欄で桑原有似（中深見）と掲載いたしましたが、正しくは
桑原有似（城原）でした。訂正してお詫びいたします。

●秋季企画展
　「火焔土器の魅力」
　会　期：9月1日㈯～
　　　　 11月4日㈰
　火焔型土器をテーマに、津

南町および他地域の資料を、

最新の調査・研究成果を踏ま

えてご覧いただきます。

●縄文文様のブレスレット
　日　時：9月22日㈯　10：00 ～ 15：30
　木のリングに自然素材の塗料を塗って縄文

ブレスレットを作ります。

　体験料：1,000円
　対　象：10才以上

●原石からつくる剥片石器で
　燻製づくり
　日　時：9月23日㈰　10：00 ～ 15：30
　石を割った剥片で肉を切り燻製を作ります。

　体験料：1,500円
　対　象：10才以上

■人口9,758（−6）　男4,718（−4）　女5,040（−2）

■世帯数3,565（＋5）　■転入／ 27　■転出／ 19　■出生／８　■死亡／ 22　■婚姻／３８月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　

ひ
ま
わ
り
広
場
や
大
地

の
芸
術
祭
や
お
祭
り
な
ど
、

今
年
の
夏
は
熱
い
夏
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
！
大

地
の
芸
術
祭
は
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も

回
っ
て
い
ま
す
が
、
作
品
を
目
の
前
に
す
る
と

「
ど
う
い
う
意
図
で
作
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
素
人

な
が
ら
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。「
芸
術
」「
ア
ー
ト
」

は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。
た
だ
、
作
品
を
い

く
つ
も
回
り
、
帰
宅
す
る
と
充
実
感
が
あ
り
楽

し
い
で
す
！	

船
木
康
平

堂平遺跡出土の火焔型土器と
王冠型土器

縄文文様のブレスレット

原石からつくる剥片石器

山本　澪
みお

（上野）	 大輔さん
	 智美さん

藤ノ木凜
りん

香
か

（大割野）	 健さん
	 由香さん

小幡　歩
ふ

未
み

（大割野）	 剛さん
	 優子さん

芦田　佳
か

歩
ほ

（陣場下）	 晃一さん
	 真理子さん

藤木　岳
たける

（大割野）	 剛史さん
	 瞳さん

涌井　蓮
れん

大
た

（割野）	 貴央さん
	 ゆまさん

髙橋ムメノさん	 （90歳・見玉）

中沢　信一さん	 （71歳・見玉）

桑原喜一郎さん	 （95歳・大割野）

風巻　サチさん	 （88歳・大割野）

田村　　誠さん	 （83歳・大割野）

永井　洋子さん	 （53歳・美雪町）

滝澤美知子さん	 （74歳・赤沢）

大口　重良さん	 （90歳・米原）

大平　　毅さん	 （82歳・芦ヶ崎）

河田　カメさん	 （93歳・亀岡）

大口　良已さん	 （88歳・米原）

太平　　翔さん（中深見）
早坂　海月さん（大船団地）｝

９月 【なじょもん☎765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈯ 13:30～15:30 縄文ナイトライト 1000 高学年以上

2日㈰ 13:30～15:30 滑石の指輪づくり 500 低学年以上

8日㈯ 13:30～15:30 ひょうたん細工 500 低学年以上

9日㈰ 13:30～15:30 カラムシの糸撚り 1000 中学年以上

15日㈯
9:00～11:00 身近な薬草 300 低学年以上

13:30～15:30 琥珀の勾玉づくり 1000 10才以上

16日㈰
10:00～15:30 縄文絵具ベンガラをつくろう 500 中学年以上

10:00～15:30 勾玉づくり　※最終受付14：00 500 低学年以上

17日㈪
10:00～12:00 火おこしと弓矢づくり 500 低学年以上

13:30～15:30 勾玉づくり 500 低学年以上

22日㈯
9:00～11:00 雑穀の収穫 無料 低学年以上

13:30～15:30 縄文文様のブレスレット 1000 10才以上

23日㈰
10:00～15:30 原石からつくる剥片石器で燻製づくり 1500 10才以上

10:00～15:30 勾玉づくり　※最終受付14：00 500 低学年以上

24日㈪
10:00～12:00 アイヌの小刀をつくる 2500 10才以上

13:30～15:30 琥珀の勾玉づくり 1000 10才以上

29日㈯ 10:00～15:30 縄文まるごと一日体験　※要予約 1500 低学年以上

30日㈰ 13:30～15:30 アンギン編み初級編 1000 中学年以上

予約受付中 !当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
新
郎
新
婦
、
家
族
、
そ
し
て

結
婚
式
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
束
の
風
船
を
握
り
、

想
い
が
ひ
と
つ
と
な
っ
た
瞬
間
の
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。
幸
せ
な
瞬
間
で
す
。


